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『自主』 『友愛』 『奉仕』 

よい夢が，よい人生を導く 

 

 新年度になり，様々な方々

といろいろ話す機会がありま

した。その中で感じたのは「人

間は夢を達成するために，目

標を定め努力する動物だ」と

いうことです。その夢の実現

に向けて，次のような話になりました。 

 成績のあまりよくない生徒が，自分は頭が悪いと思い

込み努力をしなくなることが，あまりにも多いことに以

前から気になっていました。人間は，目標も持たずに，無

駄な時を過ごしていると，決して伸びていきません。 

 人間の脳には，「海馬」という部分があり，この部分は，

「記憶の司令塔」と呼ばれ，人に愛されることによって，

発達する部分です。 

 ところが，私が生徒と話をしてみて，思春期なのかもし

れませんが，愛されていると感じていない子どもがとて

も多くいると思いました。もし，愛されていると感じ努力

すれば，「海馬」が発達しないわけがありません。「脳細

胞は自分の思うように配列する」と言われます。夢を描

き，目標を達成したいと思う脳細胞は，その実現のために

活発に活動し，配列するそうです。そのことが，行動につ

ながり，行動の積み重ねが習慣になります。 

 さらに，その習慣が子どもの性格を形成していきます。

つまり，よい夢・よい思いは，よい人生を導きます。全て

の子どもたちが自分の力を信じ，力を出して，努力をする

ようになってほしいと思います。 

 自分のことを真剣に考えるためには，自分をよく知ら

なければなりません。考えたことを言葉として表現する

ことによって，さらに力のあるものになります。自分の人

生は自分で決めていくというトレーニングが，今の子ど

もたちに大切なことだと思います。そして，それを支援す 

る親の心がけとは，愛情をきちんと伝えていくことです。志

布志中学校の生徒が持っている夢の実現に向けて，家庭・地

域・学校が連携・協力していきたいと思います。 

 

AIは便利･･･その指示は人 

 今や生成AIが，社会の様々な分野に入り込んで，一昔前

と比較すると大変便利な時代になってきていると思いま

す。いろいろなことに瞬時に答え，作成してくれてこれまで

必要だった時間が短縮されるなど有難いアプリです。 

 しかし，あまりにも便利過ぎて，人が考えなくなるのでは

と心配することもあります。 

 また，本当にそれが正しい情報なのか見分けることも大

切です。 

 AI はあくまでも人の指示によって回答を生成します。つ

まり，間違った指示を出してしまうと正しい回答はできま

せん。そして，その回答が本当に正しいのか，指示を出した

人に知識がなければ判断できません。 

そう考えるとAIは，人を助ける道具であっても，最終的

に決定するのは人であるということだと思います。だから

こそ，いくらAIが発達しても人は人としての知識や思考力，

判断力，分析力等を身に付ける必要があります。勉強しない

でよいというわけでありません。これからこのような時代

を生きる子どもたちは，私たちがこれまで生活してきた以

上に様々な角度から情報を見抜き，判断する力を備えるこ

とが必要かと思います。そのためにもこれまで以上に学習

し，自分自身を高める必要があると感じています。 

 

 

 令和8年度の生徒総会が行われました。３年生2名が議

長を務め、7 年度の活動についての報告や 8 年度の計画を

生徒全員で協議しました。総会の中では、各専門部の活動等

について質問があり、各専門部の役員が回答を行うなど、活

発な意見交換がなされていました。今後も、よりよい志布志

中学校を創るために、生徒自ら考え実行する生徒会であるこ

とを期待しています。 

 役員の皆さんは、資料の準

備やリハーサルなど自分の時

間をたくさん遣ったことだと

思います。お疲れ様でした。 

 

 ３年に 1 度の芸術鑑賞会が、鹿児島交響楽団をお迎えして

開催されました。約４０名の演奏には迫力がありました。なか

でもソプラノ歌手が歌い始めると歓声が上がるなど、その歌声

に圧倒されていました。また、吹奏楽部との共演や指揮者体験

など生徒も参加できるプログラムも企画されており、大変貴重

な時間となりました。この模様は、5/23付けの南日本新聞に

も掲載していただきました。 

 

 五月晴れのなか、約１３０名の保護者、生徒が朝早くか

ら、プールや校庭の除草作業に取り組みました。３年生の

保護者、生徒が中心の回でしたが、環境整備部の活動に申

し込まれた１、２年生の保護者、生徒も多数御参加いただ

きました。１時間という短い時間で、中には物足りない方

もいらっしゃったかもしれませんが、お陰様で見違えるよ

うに、スッキリしまし

た。１学期後半には水泳

の授業も開始します。整

った環境の中で、授業が

できることに感謝申し上

げます。 

 

 令和８年度の学校運営協議会が開催されました。前半は授業

参観として生徒の様子を見て回り、後半は教育活動の説明や協

議を行いました。協議会委員の方々からは、整理整頓された教

室環境や、登下校時の挨拶の良さに対して、称賛の声が多く聞

かれました。また、適切な言葉遣いや「書く力」の育成に関す

る協議も行いました。 

今後も、学校運営協議会委

員の皆様のお力をお借りし

て、学校、地域、家庭が連携す

ることで、「人間性豊かで、た

くましく生きる生徒」の育成

に努めて参ります。 

６月の主な行事 

２日(火) 【３年】市合同企業説明会 

３日(水) 【３年】歯科検診 

５日(金) 【３年】上級学校説明会・PTA 

  ８日(月) 地区総体推戴式 

９日(火) 地区総体（～１０日） 

１８日(木) 耳鼻科健診 

２２日(月) 教育実習（～７／１０） 

      小中合同研修会（本校会場） 

２４日(水) 【１・２年】授業参観・学級懇談会 

２７日(土) キラリ輝く「しぶしっ子」育成講演会 

２９日(月) 期末テスト（９教科）（～７／１） 
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第１回奉仕作業【5/17(日)】 第１回学校運営協議会【5/19(火)】 

生徒総会【5/9(土)】 鹿児島交響楽団芸術鑑賞会【5/15(金)】 


